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135　 　　　 超音波パ ルス ドッ ブラ
ー

法 に よる胎児

脳内血流の 解析

ポ ス タ
ー

日産婦誌40巻臨時増刊

136　 　 　 妊娠 中期超音波 ス ク リー
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胎児奇形 の 早期診 断
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〔目的 〕ヒ ト胎児の脳血流は 発育し成熟 す る 過程で

種々 に 変化 し，成人と同様 elautoreguration も想 定

さ れ る 。 今回われわれは胎児で の 変化を追 うた め超

音波パ ル ス ドッ ブラ
ー法を用い て胎児中大脳動脈の

血流波形を解析 した。〔方法 〕対象 は 出 生 体 重 か ら

求 め た 仁志 田 の 胎児発 育曲線で AFD （Appropriate

for　dates＞発育群62例，　 LFD （light　for　dates）発 育群

4 例 で ，観察期間は妊娠28週〜妊娠40週と した 。 超

音波断層 法 で 胎児中大脳動 脈の 走行を確 認 し超音波

パ ル ス ド ッ プ ラ
ー

法 で描出 し た 5 心拍 の 血流波形か

らPoI（PourceLot　Index ：Peak 　systolic 　 frequency −

End　diastolic　frequency ！peak　 systolic 　frequency ）

を 算 出 し妊娠週数 ，胎児推定体重 と の 関連 を 検討 し，

胎児 心 拍数（FHR ；Fetat　heart　 rate ＞の影響を考慮 して

PolXFHR も検討 した 。 〔成績 〕1 ） AFD 発 育群 の

中大脳動脈PoIは 妊娠28週 で 0．75士0 ．037で あり妊娠

週数と と もに減少 した 。 2 ） AFD 発育群の中大脳動

脈の Pol ，　 PolXFHR と 妊娠週 数の間に は一次回帰 を

認め相関係数 は それぞれ r＝− 0．41（P ＜0．Ol），　 r
＝

− 0．47（PくO．01）で あ っ た 。 3 ）AFD 発 育群 の 中大

脳動脈の Pol，　 Pol × FHR と胎児推定体重の間に は
一

次回帰 を認め相関係数は そ れ ぞれ r＝− 038 （P ＜0．Ol），

r
＝− O．50（P 〈0、01）で あ っ た。 4） LFD 発育群 4 例

中2例の 中大脳動脈の PoI，　 Pol × FHR は ，　 AFD 発 育

群 と比較するとい ず れ の 指標も正 常範囲で NST で

reactive で あ っ た 。2 例 は い ず れ の 指標 も 一1．5　SD

以 下の 低値 で NST で は variability の 減少 を認 めた e

〔結論 〕ヒ ト胎児中大脳動脈の Pol，
　 Pol　XFHR 　は

妊娠週数の 推移，胎児体重増加と と も に 減少し ， 2

例 の LFD 発育例 で は 脳内血 流を保 っ た め autOregura −

tion が 働 い て い た こ と が 推測 さ れ た 。

【目的 】超音波断層装置 の 普及 に よ り， こ れに よ

る胎児診断 が極め て
一

般 的 に 行な われ る よう に な

っ た が ， そ の 際 の 観察対 象に っ い て は 一
定 の 見解

が得 られ て い な い 。本研究 は 妊娠 中期 の 胎 児 ス ク

tl一ニ ン グで最 も関 心 の もたれ る胎児奇形 の 発見

が ど の 程 度 期待 さ れ う る もの か を 知 る た め に 行 な

われ た 。 【方法 】当科 で は妊娠定 期診察 の
一
環 と

して ， 妊 娠 初期 （8〜 ユ2週 ）， 中 期 （16〜20週 ）

お よ び 末期 （28〜32週 ）の 3 回 ， ほ ぼ 全 例 の 妊婦

に 対 して 超音波胎 児 ス ク リ
ー

ニ ン グ を昭和 59年 6

月 よ り実施中で あり， そ の うちの 昭和 62年 5 月ま

で に 中期 ス ク リ
ー

ニ ン グと して 施 行 され た 1722例

を検討対象と し た 。 胎児形態 の 観察点と して は頭

蓋形 態 と内部構造 ， 4 腔心 形 態 と心拍 ， 肝 レ ベ ル

軈幹形 態と構造 ， 尿路系形態 ， 大 腿骨形態および

脊柱形 態を必須 と した 。 【成績 】妊 娠 中期 ス ク リ

ー
ニ ン グ に よ り発見 で きた胎 児奇 形は ， 無脳症

（2 例 ）， 水頭症 （ 1例 ）， 全前脳胞症 （1例 ），

口 唇 口 蓋裂 （1例 ）お よ び 18 ト リソ ミ
ーに よ る多発

奇 形 （2 例 ）の 合計 7例 （O．41 ％ ）で あ っ た 。 こ れ

以 外に奇形を疑 っ て 他院よ り紹介 され ， 診断 された

奇 形が 7 例あ り妊娠 中期に診断され た奇形 は 合計14

例で ある。な お ， 同期間中 の 妊娠末期 ス ク リ
ー

ニ ン

グで は 奇 形 は 1 例 も発 見 され ず，診断例・7 例 は 全 て

他院 よりの 紹介例 で あ っ た 。 また ， 超音波で 出生 前

に 診断 されなか っ た大 奇形は皆無で あ っ た 。

【結論 】観察点を 明 確 に 定めて おけば胎児 の 大奇形

の ほ とん どを妊娠中期超音波ス ク il 一ニ ン グで 発見

で き る こ とが判明 した 。 我 々 の 採 用 し た観察点 は す

べ て 特 殊なもの で は な く ， 多少の 習熟 は 必要な もの

の ，こ の レ ベ ル の ス ク リ
ー

ニ ン グは実地医家 に よる

今後 の 実 施 も可 能 と考 えられ る。
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